
み
や

し
た

や
す

し

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

宮

下

保

司

専
攻
学
科
目

神
経
科
学
・
生
理
学

生
年
月
日

昭
和
二
四
年
一
二
月
八
日

略

歴

昭
和
四
七
年

三
月

東
京
大
学
理
学
部
物
理
学
科
卒
業

同

四
九
年

三
月

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同

五
六
年

七
月

医
学
博
士

同

五
八
年

八
月

東
京
大
学
医
学
部
講
師

平
成

元
年

四
月

東
京
大
学
医
学
部
教
授

同

八
年

四
月

岡
崎
国
立
共
同
研
究
機
構
生
理
学
研
究
所
教
授
（
併
任
、
平
成
一
四
年
一
〇
月
ま
で
）

同

八
年
一
二
月

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
教
授
（
併
任
、
現
在
に
至
る
）

同

九
年

四
月

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

一
一



医
学
博
士
宮
下
保
司
氏
の
「
連
想
記
憶
ニ
ュ
ー

ロ
ン
の
発
見
と
大
脳
認
知
記
憶
シ
ス
テ
ム
の
解

明
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

宮
下
保
司
氏
は
昭
和
四
九
年
東
京
大
学
医
学
系
研
究
科
博
士
課
程
入
学
以

来
、
東
京
大
学
医
学
系
研
究
科
教
授
並
び
に
東
京
大
学
理
学
系
研
究
科
教
授

（
兼
担
）
の
任
に
あ
る
現
在
ま
で
三
〇
年
間
、
生
理
学
、
神
経
科
学
、
生
物
物

理
学
の
研
究
、
教
育
に
従
事
し
て
き
た
。
当
初
は
小
脳
に
お
け
る
運
動
学
習
の

研
究
を
お
こ
な
っ
た
が
、
後
に
は
大
脳
に
お
け
る
認
知
記
憶
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
電

気
生
理
学
、
実
験
心
理
学
、
生
物
物
理
学
等
の
方
法
を
駆
使
し
て
研
究
し
、
細

胞
レ
ベ
ル
か
ら
神
経
回
路
レ
ベ
ル
、
個
体
心
理
レ
ベ
ル
に
至
る
首
尾
一
貫
し
た

体
系
的
理
解
に
到
達
す
る
業
績
を
あ
げ
た
。

宮
下
氏
は
こ
の
過
程
で
、
ヒ
ト
脳
活
動
の
非
侵
襲
計
測
を
お
こ
な
う
物
理
的

方
法
と
し
て
磁
気
共
鳴
機
能
画
像
法
（fM

R
I

）
の
確
立
に
も
貢
献
し
、
更
に

サ
ル
を
被
験
者
と
し
たfM

R
I

法
に
よ
っ
て
、
ヒ
ト
を
被
験
者
と
す
る
実
験
心

理
学
と
動
物
を
用
い
た
細
胞
生
理
学
・
分
子
生
物
学
を
ブ
リ
ッ
ジ
す
る
新
し
い

方
法
論
を
開
拓
し
た
。

東
京
大
学
医
学
系
研
究
科
博
士
課
程
に
お
い
て
は
哺
乳
類
小
脳
に
よ
る
運
動

学
習
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
前
庭
動
眼
反
射
の
適
応
制
御
の
研

究
を
お
こ
な
い
、
小
脳
学
習
に
必
要
な
誤
差
情
報
が
脳
幹
の
下
オ
リ
ー
ブ
核
由

来
の
登
上
線
維
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る
こ
と
を
下
オ
リ
ー
ブ
核
の
破
壊
実
験
に
よ

っ
て
示
し
た
。
そ
の
後
英
国
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
は
海
馬
の
認
知
記
憶
機

構
研
究
で
業
績
を
あ
げ
た
。
帰
国
後
、
独
自
の
研
究
を
開
始
し
、
サ
ル
の
大
脳

側
頭
葉
内
に
目
で
見
た
図
形
を
記
憶
す
る
神
経
細
胞
（
ニ
ュ
ー
ロ
ン
）
を
発
見

し
た
。
こ
れ
は
認
知
神
経
科
学
に
お
け
る
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
で
、
そ
の
後
の
認

知
記
憶
メ
カ
ニ
ズ
ム
研
究
へ
の
突
破
口
を
与
え
た
。
記
憶
に
は
大
別
し
て
短
期

記
憶
と
長
期
記
憶
が
あ
る
が
、
ま
ず
視
覚
短
期
記
憶
を
コ
ー
ド
す
る
ニ
ュ
ー
ロ

ン
を
発
見
し
た
。
こ
れ
は
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
に
よ
る
偶
然
の
発
見
で
あ
っ
た

が
、
短
期
記
憶
と
長
期
記
憶
の
関
係
に
つ
い
て
の
理
論
的
仮
説
に
基
づ
い
て
次

に
長
期
記
憶
を
コ
ー
ド
す
る
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
発
見
に
到
達
し
た
。
ヒ
ト
長
期
記

憶
は
ノ
イ
マ
ン
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
は
異
な
り
連
想
型
記
憶
に
よ
っ
て
特
徴
づ

け
ら
れ
る
が
、
こ
の
連
想
性
の
細
胞
レ
ベ
ル
の
基
礎
が
同
時
に
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
も
画
期
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
発
見
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
作
ら
せ

た
フ
ラ
ク
タ
ル
図
形
を
記
憶
ニ
ュ
ー
ロ
ン
解
析
に
用
い
る
と
い
う
方
法
論
的
独

創
に
も
支
え
ら
れ
て
い
た
。
自
然
に
手
に
は
い
る
図
形
に
は
限
り
が
あ
る
が
、

フ
ラ
ク
タ
ル
図
形
な
ら
数
学
的
な
性
質
は
同
じ
で
パ
タ
ー
ン
と
し
て
違
う
図
形

が
無
限
に
得
ら
れ
て
被
験
者
が
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
図
形
を
い
く
ら
で
も

作
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
二
つ
の
一
見
ま
っ
た
く
類
似
性
の
な
い
フ
ラ
ク
タ

四
四



ル
図
形
を
組
み
合
わ
せ
て
そ
の
間
に
連
想
関
係
を
作
ら
せ
る
こ
と
も
簡
単
に
出

来
た
の
で
あ
る
。
更
に
霊
長
類
に
お
け
る
記
憶
記
銘
過
程
の
細
胞
分
子
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
追
及
し
、
こ
の
過
程
が
神
経
栄
養
因
子
（B

rain
D

erived
N

eurotrophic

Factor,
B

D
N

F
）
と
い
う
分
子
に
よ
っ
て
誘
導
さ
れ
る
こ
と
、
最
終
的
に
は
神

経
軸
索
終
末
変
化
と
い
う
形
態
学
的
基
礎
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。記

憶
過
程
は
大
別
し
て
記
銘
、
保
持
、
想
起
に
分
け
ら
れ
る
が
、
次
に
想
起

過
程
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も
成
功
し
た
。
目
の
前
に

な
い
図
形
を
視
覚
記
憶
貯
蔵
庫
の
中
か
ら
想
像
す
る
こ
と
を
被
験
者
（
ヒ
ト
お

よ
び
サ
ル
）
に
要
求
す
る
対
連
合
記
憶
課
題
と
い
う
方
法
を
開
発
し
て
記
憶
想

起
ニ
ュ
ー
ロ
ン
を
同
定
し
、
記
銘
・
保
持
ニ
ュ
ー
ロ
ン
と
部
分
的
に
重
複
し
た

セ
ル
ア
セ
ン
ブ
リ
を
作
る
別
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
群
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
示
し

た
の
で
あ
る
。
更
に
、
自
発
的
記
憶
想
起
過
程
に
お
い
て
は
通
常
の
知
覚
過
程

と
は
異
な
り
、
想
起
信
号
が
側
頭
葉
内
想
起
ニ
ュ
ー
ロ
ン
間
を
新
皮
質
側
に
逆

向
性
に
伝
播
し
て
い
く
こ
と
を
発
見
し
た
。

記
憶
想
起
過
程
が
ど
の
よ
う
に
意
識
的
に
制
御
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
の
問

題
に
対
し
、「
大
脳
前
頭
葉
か
ら
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
信
号
に
よ
っ
て
、
側
頭
葉

記
憶
ニ
ュ
ー
ロ
ン
に
貯
え
ら
れ
た
情
報
の
検
索
・
活
性
化
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
る
」
と
の
仮
説
を
提
起
し
た
。
こ
の
検
索
信
号
は
、
前
頭
葉
が
ヒ
ト
大
脳
皮

質
の
最
高
の
中
枢
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
信
号
」
と
命
名
さ

れ
、
通
常
の
知
覚
認
識
の
信
号
が
後
頭
葉
か
ら
側
頭
葉
／
頭
頂
葉
さ
ら
に
前
頭

葉
へ
と
流
れ
る
こ
と
か
ら
「
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
信
号
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
の
と
対

比
さ
れ
る
。
そ
し
て
実
際
に
宮
下
氏
は
、
ヒ
ト
を
被
験
者
と
し
た
脳
活
動
の
非

侵
襲
的
計
測
法
お
よ
び
サ
ル
を
用
い
た
行
動
学
的
方
法
な
ら
び
に
電
気
生
理
学

的
方
法
に
よ
っ
て
、
大
脳
前
頭
葉
か
ら
側
頭
葉
へ
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
信
号
を
具

体
的
細
胞
間
信
号
と
し
て
同
定
し
そ
の
存
在
を
証
明
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

そ
れ
で
は
こ
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
信
号
を
形
成
す
る
大
脳
前
頭
葉
内
神
経
過
程

は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
対
し
、「
大
脳
前
頭
葉
で
は
側

頭
葉
記
憶
ニ
ュ
ー
ロ
ン
回
路
の
動
作
状
況
を
モ
ニ
タ
し
て
検
索
結
果
を
評
価
す

る
プ
ロ
セ
ス
が
、
側
頭
葉
と
の
相
互
作
用
を
担
っ
て
い
る
」
と
の
仮
説
を
提
唱

し
、
メ
タ
記
憶
課
題
をfM

R
I

に
導
入
し
て
こ
れ
を
支
持
す
る
結
果
を
得
た
。

メ
タ
記
憶
と
は
、「
自
分
の
記
憶
内
容
に
つ
い
て
」
被
験
者
が
も
っ
て
い
る
認

識
の
こ
と
で
あ
り
、
一
般
に
「
自
己
の
認
識
内
容
に
つ
い
て
」
の
認
識
の
こ
と

を
「
メ
タ
認
識M

eta−
cognition

」
と
呼
ぶ
の
に
対
応
し
て
い
る
。
従
来
は
哲

学
や
認
識
論
ま
た
は
心
理
学
が
主
に
取
り
組
ん
で
き
た
ヒ
ト
の
高
度
な
知
的
能

力
を
自
然
科
学
的
に
解
明
す
る
突
破
口
を
見
出
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

メ
タ
記
憶
の
よ
う
に
被
験
者
の
主
観
的
意
識
内
容
を
直
接
解
析
す
る
研
究

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
上
記
の
よ
う
な
ヒ
ト
を
被
験
者
と
し
たfM

R
I

に
よ
る
研

究
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
単
な
る
機
能
マ
ッ
プ
の
描
画
を
超

え
て
細
胞
分
子
レ
ベ
ル
の
研
究
と
結
び
つ
け
る
た
め
に
は
新
し
い
方
法
が
必
要

四
五



で
あ
る
。
宮
下
氏
は
高
次
認
知
課
題
遂
行
中
の
サ
ルfM

R
I

計
測
に
よ
っ
て
こ

れ
を
実
現
す
る
方
法
論
を
開
発
し
、
高
次
認
知
機
能
研
究
を
厳
密
な
細
胞
分
子

レ
ベ
ル
研
究
と
結
合
す
る
新
し
い
領
域
を
拓
き
、
か
っ
て
の
哲
学
者
達
の
夢
を

現
代
の
自
然
科
学
的
研
究
に
よ
っ
て
解
く
努
力
を
続
け
て
い
る
。

以
上
を
要
約
す
る
。
従
来
、
記
憶
シ
ス
テ
ム
の
研
究
は
ヒ
ト
の
心
理
学
知
見

に
基
づ
い
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、
他
方
、
記
憶
の
基
礎
と
な
る
シ
ナ
プ
ス
可
塑

性
の
研
究
こ
と
に
海
馬
等
の
長
期
増
強
メ
カ
ニ
ズ
ム
研
究
は
我
が
国
お
よ
び
外

国
に
多
数
の
関
連
研
究
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
レ
ベ
ル
を
つ
な
ぐ
ニ

ュ
ー
ロ
ン
レ
ベ
ル
・
神
経
回
路
レ
ベ
ル
の
研
究
は
、
技
術
的
困
難
そ
し
て
問
題

設
定
自
体
の
困
難
さ
か
ら
進
展
が
遅
れ
て
い
た
。
宮
下
氏
は
、
第
一
に
記
憶
ニ

ュ
ー
ロ
ン
群
を
発
見
し
、
第
二
に
記
憶
想
起
信
号
と
し
て
前
頭
葉
か
ら
の
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
信
号
お
よ
び
内
側
側
頭
葉
か
ら
の
逆
向
性
信
号
の
双
方
を
発
見
し
、

第
三
に
個
体
心
理
学
レ
ベ
ル
と
細
胞
分
子
レ
ベ
ル
研
究
を
結
合
す
る
新
し
い
方

法
を
開
拓
し
た
。
そ
の
結
果
視
覚
イ
メ
ー
ジ
を
操
る
大
脳
認
知
シ
ス
テ
ム
の
全

体
構
造
の
解
明
に
成
功
し
た
。

そ
の
学
術
的
功
績
は
、
誠
に
顕
著
で
あ
る
。

主
要
な
著
書
及
び
論
文
の
目
録

原
著
・
総
説
を
含
む
一
四
八
編
の
論
文
の
中
か
ら
論
文
二
五
お
よ
び
編
著
書
四
を
選
ん

で
記
載
し
た
。
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